
5 みどりの東北

コラム【森のお話】

ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
、
一
九
七
二

年
に
群

馬
県
水
上
町
（
現
み
な
か
み
町
）
を
流
れ

る
利
根
川
上
流
域
の
支
流
・
湯
檜
曽
川
の

岸
辺
で
深
尾
重
光
氏
に
発
見
さ
れ
、
ユ
ビ

ソ
ヤ
ナ
ギ
、S

alix
h
u
kao
an
a

と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
よ
う
な
科
学
研
究
の

進
ん
だ
国
で
、
高
等
植
物
の
新
種
が
見
つ

か
る
こ
と
は
大
変
珍
し
い
こ
と
で
す
。
ヤ

ナ
ギ
科
植
物
は
雌
雄
異
株
で
、
雄
花
と
雌

花
は
別
々
の
個
体
に
咲
き
ま
す
。
し
か
も

花
の
時
期
と
葉
が
展
開
す
る
時
期
が
ず
れ

て
い
る
の
で
、
花
と
葉
を
同
時
に
見
る
こ

と
が
難
し
い
植
物
で
す
。
ま
た
葉
や
花
は

近
縁
種
の
間
で
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
分

類
・
同
定
が
難
し
い
植
物
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
、
一
緒
に
生

え
て
い
る
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
と
似
て
い
る
の

で
発
見
が
遅
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
１
）。
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
、

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
で
は
な
く
、
北
海
道
に
分

布
す
る
エ
ゾ

ヤ
ナ
ギ
に
近

縁
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て

き
ま
し
た
。

他
の
ヤ
ナ
ギ

よ
り
早
く
早

春
に
開
花
す

る
こ
と
、
雄

花
の
花
糸
が
合
着
し
て
一
本
に
見
え
る
こ

と
（
写
真
２
）、
樹
皮
を
む
く
と
内
樹
皮
が

黄
色
を
帯
び
て
い
る
こ
と
（
写
真
３
）、
葉

の
基
部
に
托
葉
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
特
徴
で
す
。
一
方
、
こ

こ
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が

東
北
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
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東
北
が
北
限
！
絶
滅
危
惧
種

―
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
、

―

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
　
地
域
研
究
監
　
新
　
山
　
　
　
馨

森
林
総
合
研
究
所
　
　
　
生
態
遺
伝
研
究
室
　
菊
　
地
　
　
　
賢

ば
一
九
八
三
年
に
宮
城
県
の
鳴
瀬
川
流
域
、

一
九
八
五
年
に
同
県
江
合
川
流
域
（
竹

原
・
内
藤

一
九
八
六
）、
さ
ら
に
一
九
九

三
年
に
岩
手
県
の
北
上
川
水
系
和
賀
川
流

域
（
竹
原
一
九
九
五)

、
福
島
県
の
只
見
川

流
域
（
鈴
木
・
菊
地

二
○
○
六
）、
秋
田

県
の
雄
物
川
水
系
玉
川
流
域
、
山
形
県
で

は
最
上
川
水
系
立
谷
沢
川
流
域
お
よ
び
銅

山

川

流

域
、
赤
川

水
系
大
鳥

川
流
域
、

荒
川
水
系

荒
川
流
域

な
ど
で
す
。
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
川
の
下
流

部
で
は
な
く
、
上
流
部
の
山
間
地
や
少
し

広
い
盆
地
に
流
れ
出
た
河
川
の
や
や
礫
質

の
河
原
に
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
す
（
写

真
４
）。
こ
の
よ
う
な
川
の
上
流
部
は
シ
ロ

ヤ
ナ
ギ
や
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
が
優
占
す
る
生

育
環
境
で
、
こ
れ
ら
二
種
と
混
じ
っ
て
生

え
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
み
な

さ
ん
の
住
む
町
の
近
く
の
川
に
ユ
ビ
ソ
ヤ

ナ
ギ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
一
度
、
川

辺
の
ヤ
ナ
ギ
も
観
察
し
て
み
て
下
さ
い
。

新
し
い
北
限
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

（
写
真
撮
影
は
す
べ
て
菊
地
賢
）

写真１ ユビソヤナギの葉

写真２　ユビソヤナギの雄花写真３　黄色い内樹皮

写真４　ユビソヤナギの生息地（只見川流域）


